
エネルギー使用量の削減
大成ロテックでは、オフィスの電力使用量、業務用に使用す

る乗用車の燃料使用量削減を目標に掲げて活動しています。
2013年度もオフィスの電力使用量削減のため、クール
ビズの実施、LED電球の導入等を実施しましたが、夏の猛
暑、冬の厳寒の影響により1㎡当たりの電力使用量は増加に
転じてしまいました。また、業務用に使用する乗用車の燃料
使用量削減のためハイブリッドカーの導入、省エネ運転の
徹底等に努めました
が、燃費は、若干上昇し
ました。来年度は省エ
ネ型の設備の導入とハ
イブリッドカーの更な
る導入で、エネルギー
使用効率アップを図っ
ていきます。

環境活動報告

グリーン購入費比率の向上
グリーン購入を増やすこ

とは、環境配慮意識を向上さ
せるとともに限りある資源
を有効に活用することに繋
がります。大成ロテックは今
後もグリーン購入の推進を
通じて循環的社会形成の一
翼を担っていきます。

水道、ガス使用量の削減
大成ロテックは「貴重な資源を有効に活用する」という基
本的な考えのもと、水道、ガスを使用してまいりました。使
用数量も年々減少傾向にあります。
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コピー用紙の削減
大成ロテックでは、コピー用紙使用量削減に取り組んで
います。従業員の間で両面コピーの実施、ミスコピー紙の裏
面使用に努めています。2013年度は総使用量、一人当たり
の使用量ともに上昇しました
が、今後も継続して削減活動を
展開していきます。 裏紙用ゴム印
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大成ロテックは、道路などの施工や合材製造、営業活動、技術開発・研究活動、オフィス活動その他の日常業務を通じて、以下
のような環境負荷物質を排出しています。と同時に、舗装工事現場から排出されるアスファルト、コンクリートの廃材などを
再生する中間処理プラントにより、最終処分量の削減に貢献しています。

大成ロテックでは、低炭素化社会実現を目指し、施工時、製品製造時のCO2削減に努めています。

工事施工部門ではCO2排出量の施工高比を低減することが出来ました。製造事業部門では、製造数量の大幅な増加に伴い
CO2排出量も増加し、製造 t当りも微増ではありますが、前年度を上回ってしまいました。製造事業部門はこれを課題とし取
り組んでいきます。

環境活動報告

環境負荷物質の排出と削減状況

CO2排出量削減への取り組み
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工事発注
環境目的・目標
（1）産業廃棄物の適正処理

1）産業廃棄物トラブルの撲滅
2）電子マニフェスト導入率の向上

（2） 施工時のCO2排出量の削減の推進と資
源保護
1） 施工時のミスロス排除によるエネル
ギー使用量の削減と資源使用量の削減

アウトプット
地球温暖化ガス発生 廃棄物等の発生
CO2 14.8 千 t As廃材 215.8 千 t

Co廃材 92.0 千 t
木屑 4.2 千 t
廃プラ 0.3 千 t
鉱さい 12.1 千 t
混廃 0.4 千 t

工事施工部門

工事施工
インプット

燃料の使用 資材の使用
軽油 As合材

ガソリン 再生合材
プロパンガス 砕石

再生砕石

合材注文
環境目的・目標
（1）産業廃棄物の適正処理

1）産業廃棄物トラブルの撲滅
（2）合材製造時のCO2排出量の削減の推進

1）合材製造時のエネルギー使用量の削減

合材製造
インプット

資材の使用 燃料の使用
ストアス 電力
石粉 重油
砕石 軽油
再生骨材 灯油

都市ガス

アウトプット
廃棄物等の発生 地球温暖化ガス発生
木屑 0.1 千 t CO2 90.6 千 t
廃プラ 0.2 千 t
金属屑 0.2 千 t
がれき 0.4 千 t
混廃 0.3 千 t

製品事業部門

再生材の製造
インプット

資材の使用 燃料の使用
受入廃材 電力

アウトプット
地球温暖化ガス発生 廃棄物・排水の発生
CO2 7.0 千 t 下水 22.7 千㎥

公共用水 0.3 千㎥
廃棄物 436.4 t

オフィス業務
環境目的・目標
（1）オフィス部門のCO2排出量の削減の推進

1） オフィスにおけるエネルギー使用量
の低減

2）連絡車の使用燃料の削減
（2） オフィス部門における資源使用量の削

減の推進
1）コピー用紙の使用量の削減

オフィス活動
インプット

燃料の使用 資源の使用
電力 水道
都市ガス コピー紙

LNG
LPG
灯油
ガソリン

オフィス部門
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